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G.ハウプトマン作品群に現れる象徴的空間について
一 短 ・中編小説を中心に一
鈴 木 将 史
ゲ ルハ ル ト ・ハ ウプ トマ ンが,前 世紀末 か ら今世紀 中盤 にか けての ドイ ツ
演劇史 に際立 った足跡 を残 した劇作 家 であ るこ とは論 を待 つ まで もないが,
その小説家 としての資質 も,決 して低 い評価 を受 けて きた訳で はない。最近
で は,E.ヒ ル シャーが,最 晩年 の未 完未来小説 輸erneueChristophorus"
を高 く評価 す るな ど,彼の小 説 に も一定 の光 が 当て られ る傾 向にあ る1)。とり
わ け,彼 の作風 の変遷 を探 る上 で は,短 ・中編 小説(ノ ヴェレ)を 無視す る
訳 にはいかないだ ろ う。ハ ウプ トマ ンには,自 らの詩的着想 を作 品化 す るに
当た って,ま ず ノヴェ レの形式 を利 用す る傾 向が あったか らで ある。 その典
型 的 な例 は,共 に 恰tudie"とい う副題 を持 つ初 期 の短 編xxFasching"と
"BahnwarterThiel"で,こ れ らの作品が直後 の 自然主義 的戯 曲群 への習作
として書 かれた ことは明 らか であ る。 また,自 らの戯 曲創 作原理 として彼が
一貫 して主張 し続 けたXXUrdrama"理論(戯 曲の原型 は分裂 した作者 或い は
語 り手 の内面で形成 され る とす る)が,1903年に着手 された小説XNDerVene-
zianer"(未完)の 語 り手の分離 に よって初 めて顕在化 す る点 は興味 深い。更
に,後 の彼 が携わ る二大 テーマ であ る 「宗教 的テーマ」 と 「ギ リシア ・ロー
マ 主題 」 は,そ れ ぞれ1892年に書 か れ たxxDerAposte1"と,1908年の
℃riechischerFr廿hling"によって先取 りされ た形 となってい る。特 に 「宗教
的テー マ」 は,後 に神 秘主義的傾 向 を強 く帯 び る彼 の作 品 に欠かせ ぬテーマ
とな る訳 だが,そ の よ り成熟 した姿 を戯 曲 よ りも寧 ろ小説 に見 出 し得 る とい
1)EberhardHilscher:NeuePoetischeWeltbilder,Berlin1992,S.7-27.
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う事実 は,小 論 で論 じる余裕 はない ものの,後 期 のハ ウプ トマ ン文 学 を探 る
上で一 つの重要 な鍵 となろ う。 それ に加 えて,彼 の大部 分 の作 品 に潜在す る
モ テ ィー フで ある 「エ ロス」 を最 も鮮烈 に打ち出 した作 品が,"DerKetzer
vonSoana"と,xxDieInseldergroBenMutter"とい う,共 に小説で あっ
た ことも注 目に値 す る。 ともか く,完 成作 品 を対象 に した場合(ハ ウプ トマ
ンは,多 作 で ある と共 に,ま た フラグメ ン トが並外 れて多 い作家 として も知
られ てい る2)),第一作(xNFasching"1887)と最終作('Mignon"1947)が
共 にノヴ ェレで あ り,死 の直前 まで筆 を入 れ続 けた"DerneueChristopho-
rus"もまた散 文 であった事実 は偶 然で はあ るまい。小論 で は,こ の様 に彼 の
作 品 の中で指標的 な位 置 に立 ってい る小説群 の中か ら特徴 的 な もの に数点着
目し,従 来 の考察 とは一線 を画 した視点 か ら,ハ ウプ トマ ン文学 のひ とつの
側 面 を探 って みた い。
「自作の登場人物 を愛 しなさい 誰一人 として憎んではな らない!自
作の登場人物 に命を吹き込みたければ,あ なたの命を彼等に与えるのです。
彼等はあなたの子供達なのです。」3)
ハウプ トマン作品では,登場人物を中心 とした作品の初期状況設定が非常
に重要なもの となる。カタス トローフを内包 しなが らも,か ろうじて均衡を
保 った状態へ と人物 を創作 ・配置することにより,作品が進行する内に自然
と状況が崩壊 し 「自動化」す るべ く予め仕組 まれている点が,彼 の 「自然主
義的作品」の大きな特徴である。 その様な創作態度 を,彼 は 「ドラマは自ら
動かなくてはならず,作 者に動かされてはならない。その動きの根源は,人
2)ハ ウ プ トマ ン は,作 品 の 完 結 自体 は そ の 芸 術 的 な 価 値 に決 定 的 な意 味 を 持 つ も
の で は な い と考 え て い た 節 が あ る。"MichaelKramer"にお け るKramerの 弟 子
Lachmannが述 べ る以 下 の 台 詞 を参 照 さ れ た い 。「しか し,あ らゆ る芸 術 は 断 片 的
な もの な の で す 。一 い ま そ こ に あ る も の,そ れ が 美 し い ん で す 。」 〔GH:Centenar-
AusgabeBd.1,Frankfurta.M./Berlin1966,S.1154])
3)GH:CA,Bd.6,S.1036.)
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生の根源 と同様,誰 に目にも明らかにされてはならない。」4)と定義している
が,こ こでの 「根源」とは登場人物の存在そのもの と解釈 し得るだろう。そ
の結果,作 品内での台詞の地位は必然的に低下 し,一例 えば誤解,ま た或い
は虚言などによって一破局を招来する権能が,登 場人物が発する台詞 には与
えられていない。P.ベックマンが指摘する様に,ここでの台詞はXXMimik"
として,舞 台道具や効果音 と同程度の効果 しか担ってはいないのである5)。
(もっとも,xxVorSonnenaufgang"での周到な舞台指示や,舞 台裏からの産
婦の陣き声などか らも分かる通 り,舞台装置や効果音がそれに伴い重要度を
増 していることも事実である。)
即ち,ハ ウプ トマ ンにおける登場人物は,初期設定 という先天的状況 にそ
の運命が強 く支配されてお り,台詞 に代表される後天的状況の影響 を受けに
くい存在 となっているのだが,こ の限 りにおいてであれば,彼 をして一躍時
代の寵児 とならしめた自然主義文学の一般的特徴か ら逸脱 させるものではな
い。ただ,そ の初期設定なるものとして,自 然主義では環境 と遺伝 という人
物外の要因が金科玉条 と奉 じられた結果,(当時は科学的 と見なされた)極め
て作為的な文学が現出した訳だが,ハ ウプ トマンはその要因を人物内に設定
した。つまり,人物内に設定された様々な因子が,作 品の進行に従って噴出
し,外部 と宿命的な軋礫 をもた らすというのが,小 説 ・戯曲を問わずハウプ
トマン作品の展開における一大形式 となるのである。そして,そ の因子は戯
曲に関しては,主 に初期設定 として登場人物の相関関係及び開幕当初の舞台
状況 に暗示されている。例 えぼ,そ の典型的な例 として,XXDieRatten"冒頭
の舞台指示及び ト書 きが挙 げられ よう。 この400語にも及ぶ詳細な指示の中
には,劇 が繰 り広げられる空間一元兵舎の欝蒼 とした屋階一か らして既 に,
そこに登場する異様な人物達 と相 まって,後 の不気味な展開が十二分 に予兆
4)ebd.S.1038.
5)PaulB6ckmann:DerNaturalismusGerhartHauptmanns,in:Gerhart
Hauptmann(WegederForschung),Darmstadt1976,S.217-246.
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されている。 この長大な指示は,従 って,客 観的観察に基づき委細漏 らさぬ
描写に努めた自然主義戯曲のそれとは,明 らかに異なる効果 を指向したもの
といえるだろう6)。
さて,こ の初期設定 としての作品内の空間であるが,そ れを効果的に処理
することに成功 したxxDieRatten"やxxHannelesHimmelfahrt"(舞台上に,
ハ ンネレが夢見た幻想空間を,現実空間 と並行 して設置 した)が,現 在 も尚
高い評価を受 けているのを鑑みれぼ,ハ ウプ トマン文学におけるその重要度
に注 目する必要がある。ただ,舞 台 という物理的制約を受 ける以上,戯 曲に
は馴染みにくい因子 といえよう。対 して,彼の空間処理の最 も本質的な姿を,
我々は小説群の中に見出すことが出来 るのである。
中期一恐 らくは1918年の"DerKetzervonSoana"(以下 鳩oana"と略
する)執 筆一以降,ハ ウプ トマンの小説群 は自伝的作品及び幻想的作品がそ
の過半 を占めるようになる。晩年に近づ くにつれて,「私の芸術 は私の宗教な
のだ!」7)と公言 し,自らの内面へ と益々沈潜 していった この詩人 にとって,
その記録 としての作品はひとっのモノローグであ り,小説 というジャンルを
特徴付 けるス トー リーを中心 とした作品構成な ど,それ こそ無縁の もので
あったに違いない。(劇場において劇団により,不特定の観客に向って直接上
演される演劇は,小 説よりも公的な性格が強 く,作品構成 も留意 しない訳に
はいかなかった。)従って,こ れら中期以降の作品の多 くを,厳密 に完結 した
「小説」と呼んで よいのか どうか,筆者はとまどいを隠せない。事実,詩 人が
作品の完成 に必ずしも拘泥 していなかったことは既に述べた。そして,空 間
処理 自体が小説 としての作品構成 に密接 に係わって くる以上,こ こでは
"Soana"及び
,そ れ以前の二小説xxBahnwarterThiel"(以下"Thiel"と省
6)"Ratten"に現 れ る 空 間 の 分 析 に つ い て は,拙 論:「G・ ハ ウ プ トマ ン"Die
Ratten"にお け る 空 間 処 理 」(『人 文 研 究 』第88輯,小 樽 商 科 大 学1994,153頁 一
174頁)参 照 。
7)GH:CA,Bd.6,S.872.
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略)並 び にxxFasching"と,、Soana"以降唯一 と もいえ る閉 じた構造 を持 っ
た ノヴェ レxxDerSchuBimPark"(以下xxSchuB"と省 略)を 中心 に,他
の小説 ・戯 曲 を も常 に視 野 に捉 えっっ,分 析 ・考察 を進 めてい きたい。
生来のス トー リーテラーではないハウプ トマンが手掛 けた小説は,上 述の
ごとく初期設定 をもととした人物描写 に重点が置かれていた訳で,言 い換え
れば,彼 の小説の成否は,人 物描写の首尾に依存 していたともいえる。だが
その際の人物描写に,内面か らの心理描写が占める割合 は(自伝小説である
"lmWirbelderBerufung"や"DasAbenteuermeinerJugend"などを除
いて)極 端に少な く,人物 はその行動や身なりや表情を中心 とした外面 より
主に描かれ ることになる。そして,そ れ らの更に深部に位置 し,人物の行動
のみならず最終的にはその運命 までを左右する存在が,彼 等の 「本来帰属す
る象徴的空間」なのである。この空間の描写に最 も成功 したのが"Bahnwar-
terThie1"であ り,他作品の空間処理 は,悉 く 町hie1"の手法を敷衛 した も
のといえよう。
ドラマの場合でもそうだが,ハ ウプ トマンの登場人物は,シ ンメ トリカル
な構成 を取る場合が多い。'Thiel"はその典型である。即ち,Thielを間に置
いて,先妻Minnaとその子Tobiasが,後妻Leneとその赤ん坊 に対峙する構
成で作品は展開していくのである。だが,真 に対称的な構成 とは,そ れらの
人物達の帰属するべき空間なのであって,先 妻 と後妻が属する空間の対称性
の中に,作 品の展開性が内包されているといえる。この二つの空間は,理 性
と本能,宗 教的 ・社会的倫理性 と人間的な欲望,ハ レとケなどの対極的な特
徴で形容することが出来るが,そ れ らを大別すると 「明」の空間 と 「暗」の
空間,或 いは 「日常空間」 と 「非 日常空間」に分類することができよう。た
だ,注 意 しておきたいのは,「暗」または「非日常空間」を,取 りも直 さず 「魔
性的空問」と混同 してはな らないことである。確かにThielが先妻の幻に会 う
ことが出来る非 日常空間としての保線区は,最後 には幼いTobiasが列車 に
ひき殺 される破壊的空間 として,そ の全貌 を露 にす ることとなる。Tasch一
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ing"においてKielblock一家 を飲 み込 む闇夜 の湖水 もまた,同 様 な空間 とし
て位 置付 けられ るだ ろう。しか し,憶oana"やxxSchuB"において,Francesco
やDegenhartが身 を投 じた山上 の草 屋や アフ リカの ジャ ングル は,倫 理的束
縛 に凝 り固 まった キ リス ト教社会 か らの人 間性 解放 ・救済 の場 であ り,破 壊
的性 格 を微塵 も持 ち合 わせて はいない。 この二作で は,却 って,麓 の村 に降
りて きた 山上 の住人Agateに向 って村 人が石 を投 げた り,現地妻 として アフ
リカか ら遙 々やって きた黒人女性 に,領主 となったDegenhartが発砲 す ること
に よ り,寧 ろ 日常社会 の方が,異 分子 に対 し凶暴性 を発揮 してい るのであ る。
そ して,非 日常空 間につい ては,K.S.グー トケが,XXThie1"での保 線 区を
と りま く森 に沈 む夕 日の描 写 の中 に,「世 間 を超越 した,神 々 し く変容 した
力」8)を読 み取 ってい る点 に注 目したい。即 ち,こ の空間 を支配す る もの は,
xxThiel"のど 解釈 にお いて も
,xNelementar"な,認識 の将 外 に存在 す る力
であ る とす る ことについて は一致 してい るが,そ れ をその まま、damonisch"
な力 と捉 えるに は,森 の描写 は余 りに畏 く麗 しい。つ まり,そ こに潜 む力 は,
明 らか に"g6ttlich"な領域 か ら発 され るもの と考 えるべ きなので ある。だが,
この空 間 を支配 す る神 は,キ リス ト教 に とって は寧 ろ呪 わ しい原始宗 教神で
あ り,慈 悲心 とは無縁 の 「憂 い無 き神」であ る。Thiel一家 の悲劇 は,こ の神
に とって は,は っき りとした原因 を伴 った 「裁 き」の結果 で ある と解釈 し得
る訳 であ る。(こ こでの悲劇 の 「原因」 と,「裁 き」の プロセス に,空 間が重
要 な役割 を果 たす こ とにな るのだが,そ れについ ては小論 の後半 で詳 述 す る)
xxFasching"でのKielblock一家 の水難事故 も,こ の神 の存在 に照 らして見れ
ぼ,裁 きの原則 で ある 「因果応報」一 月が見 えな くな った,目 指す我 が家 に
灯 っていた ラ ンプが消 えた,そ してそ もそ も夜更 けまで,老 いた母親 を放 っ
て お き,子 供連 れで遊 び惚 けていた一 に外れ る もので はない。従 って この神
の存在 を認 めた時,xxFasching"を,更に はxxThiel"まで,「惨劇 」では ある
8)KarlS.Guthke:GerhartHauptmann,MUnchen1980,S.66.
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ものの,「悲劇 」と形容 し得 るのか どうか,或 い はKielblockやThie1の行 動
を一 つの"Hamartia"9)と解 釈す るべ きなのか,論 の分 かれ る所で あろ う。
非 日常空間 に鎮座 す る原始 神 は,XNSoana"に至 っては,牧 師で あ るFran-
cescoの異 教へ の転 向が作 品のテーマ で ある以 上,は っ き りと顕在化 されて
いる。 しか し,こ こで の神 は先の二作 品 とは更 に性 格 を異 に してお り,生 蟄
を要求 す る 「荒 ぶ る神」 の面 影 は消 え,楽 園 を営 み万物 を創造 す る 「癒 しの
神」として描 かれ る。AgateとFrancescoが再三 アダム とイブ に讐 え られ る
こ とか ら,読者 はキ リス ト教的 な神 の存在 をそ こに意識 す るか も知 れないが,
その極彩 色 に彩 られた官能 的な描写 は,寧 ろギ リシア ・ローマ神 話 の世界 に
近 い。先 の二作 品で,非 日常 空間(湖 水 や,線 路 と機 関車 を中心 とした保 線
区)が,極 力 モノ トー ンで描 かれて いたの とは対照 的で ある。聖asching"や
XXThiel"に描 かれ る神 は
,原始神 のなかで も最 も原初的 な,プ レア ミニズム に
現れ る,自 然 の 「威 力」 の抽 象概 念的総体 としての非人格神 とい えよ う。
破壊 に よ り自 らを啓 示す る これ らの神 か ら,鳩oana"での創造 神へ の移行
は,ハ ウプ トマ ンの神 概念 の変遷 と共 に,(小 論の 目的で はないが)彼 のエ ロ
ス観 を探 る上で も興 味深 い。彼 は"FestspielindeutschenReimen"で「エ
ロス こそ造 り出す者,創 造 主なのだ!(中 略)エ ロスが常 に生 み出 してい る
のだ,こ の世界 を!」10)とAtheneDeutschlandの口 を借 りて宣 言 した よ う
に,自 らの作品世界 の源泉 を,最 終的 に は創造神 であ るエ ロス に求 めたか ら
で ある。生成 流転 を もた らすエ ロス のモテ ィー フは,初 期 自然 主義的作 品群
か ら,新 たなギ リシア神話解釈 を試 みた最 晩年 のxsAtriden-Tetralogie"に至
るまで,ハ ウプ トマ ンの 中心 的モテ ィー フで あ り続 けるが,こ のエ ロス神 の
宿 る空間 として,彼 の小説 中 もっ とも濃密 に描 出された ものが,恰oana"後
9)アリス トテレス 『詩学』第13章 で述べられる,主 人公を悲劇へ と陥れる判断乃
至技術上の単なる過誤(ハマルティア)。正確 には,ア リス トテレスは悲劇の主人
公を,徳 も悪徳 も人並み以上には持 ち合わせず,た だハマルティアによって不幸
に陥る名誉 と幸福 に恵 まれた人々 と規定 した。
10)GH:CA,Bd.2,S.1004,
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半で の,FrancescoがAgataと手 を携 えて彷径す る山岳 地帯 とい うこ とにな
ろう。
しか しそ もそ も,ハ ウプ トマ ン作 品 にお けるエ ロスのモ ティー フは,他 作
家 と同様,人 物 に託 して描 出され るこ とが多い。 これ は既 に"Thie1"におけ
るLeneの持 つ 日常的 ・肉欲 的エ ロス と,Minnaが発す る非 日常的 ・霊的エ ロ
スが共 にThielを籠絡 す るこ とで端 的 に表 されてい る。 こういったエ ロス観
は,当 初 か らハ ウプ トマ ンの内に漠然 と根差 していた訳 だが,1907年の半年
間程詩人 と密接 な関係 を持 った新人 女優1.オル ロ フの存在 に よ り,詩 人 のエ
ロ ス観 は明確iな実体 を得 て,当 時書 き下 ろ され た歴 史 劇 壇aiserKarls
Geisel"に登場 す る少女Gersuindに集約 され る ことにな る。 このほぼ忘れ去
られた作 品 にお いて初 めて,エ ロスの もつ2面 性(歓 喜 と苦悩 ・創 造性 と破
壊性)が 一人 の人 物 に統 合 され,後 の 氾uchderLeidenschaft"のAnjaや
xxSiri"でのSiri,更 にはxxSoana"にお けるAgateの雛形 とな るので あ る11)。
この他 に も,エ ロス ・モ テ ィー フに彩 られた人物 は,数 多 くハ ウプ トマ ン
作 品 に登場 して くるが,エ ロスその ものを総 合的 に象徴 化 した 「空間」 に関
して は,戯 曲であ りなが ら,XXRatten"での屋根裏 が,最 高 の効果 を上 げてい
る とい えるので はないだ ろうか。 この空 間は,劇 中一度 も舞台上 に現れ る こ
とはな い。しか しなが ら屋根 裏 は,劇 が始動 す るPiperkarckaの私 生児分娩
や,ペ リペ テ ィア とな るBrunoのPiperkarcka殺しが行 われた場所 であ り,
階下で展 開す る状況 の正 に源泉 の役割 を果 た し,人 物達 の深層意識 にまで暗
然 た る影響力 を及 ぼす不可視空 間 として描 かれて いるので ある。XXFasching"
やXXThiel"の非 日常空 間が持 つ破壊 性 とXXSoana"でのそれ の創造性 を共 に
兼 ね備 え,作 品内世界 にお いてはあたか も 「冥府」 の如 く,常 にその根底部
に横 たわ り続 ける屋根裏 とい う,極 めてハ ウプ トマ ン的 ・エ ロス的な空間 を
はっ き りと創 出 した 点の みを取 って も,浪atten"は彼 の作 品 中で特筆 され ね
11)HugoS.Garten:FormendesErosimWerkGerhartHauptmanns,in:Zeit-
schriftfurdeutschePhilologieJg.90(1971),S.242-258.
G.ハウプトマン作品群に現れる象徴的空間について 73
ばなる まい。
さて,先 の部分で,ハ ウプ トマンの登場人物はシンメ トリカルな構成を取
る場合が多い と述べたが,ま た同様に,彼 等の帰属するべき象徴空間が,そ
れに従い対称的に配置 されている場合 も少な くない。それ らの空間は作品開
始当初,厳密に区分 されており,通常両空間が接す る事態は発生 しない。従っ
て,こ の空間区分のための緩衝区域 として,xxThiel"では森が,"Fasching"
では湖水 に張った厚い氷が,XXSoana"では延々3時 間以上を費やして踏破 し
なけれぼならない高原地帯が設定されているのである。当然の如 く,空間に
帰属する人物 も,専ら自らの空間の中に存在 し続けようとする。(XXFasching"
では,湖水 とい う非 日常空問に帰属するべき人物が見当た らない様 に思われ
るが,Kielblockの老母にその性格を認めることが出来よう。おいぼれて動 く
こともままな らず,毎 朝息子夫婦か らもらう1ペ ニヒ硬貨を貯めることだけ
が生き甲斐の この老婆は,既 に生者 と死者の中間に位置する存在である。老
母 により,息子夫婦の後の惨劇 は暗示され,彼 女の窓の明か りが消えた一彼
女のいる空間が変容 し,彼女が非 日常空間の住人 としての本性 を明らかにし
た一ために息子一家 は湖水へ と引きず り込 まれるのである。)この,空 問への
帰属性は,非 日常空間に帰属する人物の方が高 く,彼等は通常,自 分達の生
活領域か ら決 して足を踏 みだそ うとはしない。'Fasching"での老母 や,
xxThiel"でのMinnaや,xxSoana"でのScarabota-一家がその例であるが,
それによって も,また両空間の不用意な接触 は回避されているのである。 と
ころが,両 空間を自由に行き来出来る人物,換 言すれば,ま だ 自らの居所を
確定し切っていない人物一主人公一が これらの作品には登場 し,整然 とした
両空間の線引きを結果的に乱す役割に加担することになる。(彼等は,空間を
乱す直接の原因 とはならないのだが,そ の点については後述す る。)そして空
間のi接触により生 じた混沌の中に自らも飲み込まれ,非 日常空問の中へ と身
を投じてい くという結末を辿 るのである。
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シンメ トリカルな登場人物構成を取 るハウプ トマン作品にあっては,た と
え人物内に状況 を乱す要因が萌芽 していた としても,そ のままでは外面的な
状況を流動化 させるまでには至 らない。 その要因を発露させ,作 品を動かす
ためには外的な契機が必要になる。そして,特に自然主義的戯曲においては,
その契機 に,部外者の来訪が利用 され る場合が多い。例 を挙 げれば,"Vor
Sonnenaufgang"のRothや,xxEinsameMenschen"のAnnaMahr,また,
WorSonnenaufgang"とあたか も対を成すかのようなxxVorSonnenunter-
gang"におけるInkenPetersなどが この部外者に相当するだろう。彼等 は作
品の中を始終動 き回 り,様々な人物 と接触 し,彼 等の人間関係の奥底に潜在
している側面を最後 には白日の もとに晒す原因 となるものの,自 身が変容す
ることはな く,周囲の人々の影響 を皆無 といっていい程蒙 りはしない。即ち,
彼等は正 に 「触媒」 として設定された人物 なのであ り,ひ とえに作品を流動
化する為 に登場 して くるのである。例 えば,AnnaMahrは,革新的思想 に満
ちた都市型インテリ社会の申し子 として,作 品の舞台 となる片田舎に舞い降
り,その地に住む彼女の学友JohannesVockeratに内在す る同種 の性向をい
た く刺激することにより,妻 を含めた彼の保守的な小ブルジョア家庭を崩壊
させるに至る。(その際大部分の作品において,触 媒的人物 と主人公 を結ぶ,
最 も包括的な要因はエロスである。)しか し,AnnaはVockerat家に特別の
目的を持 って現れた訳ではない。(従って彼女は周囲か ら何のダメージも受け
はしない。)彼女 は何をする訳で もな く「存在」しているだけで,彼 女を取 り
巻 く人々自身が彼女か ら何事かを受 け止 め,そ の危ういバランスを自動的に
崩してい く,というのが,触 媒的人物 を利用したハウプ トマン作品の流動化
のプロセスである。異分子である彼等 は,周囲 と接触するだけでその環境 を
変性させていく訳である。翻れぼ,彼 等の行為は,象 徴的空間描写を用いた
作品における空間接触にも類似した ものであり,言わば彼等 は,描 出されぬ
作品外の空間を象徴する人物 として,極 めて単一的な性格を有 した存在 とい
えよう。
作品を 「自動化」させる手段 として,こ の 「触媒的人物」 と 「象徴的空間
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の接触」が,ハ ウプ トマンの自然主義的作品においては代表的な手法である。
(何故 「自然主義」に限定するか とい うと,彼の自然主義的作品こそ,作 品の
自動化に最 も心を砕いており,突発的で必然性に乏しい事件や言動の排除に,
極力努めているか らである12)。)その際,「触媒的人物」は人物のみで作品を作
り上げる戯曲で多用 され,「象徴的空間」は広範 な空間が描写可能な小説に応
用されるケースが多い。(そして,この二大手法 を存分に活用 した作品 として
も,浪atten"は,やはりハウプ トマン作品中最も完成 した作品 と評価するべ
きであろう。何故なら先述 した如 く,エロスその ものを象徴する空間描出に
加 え,そ こに帰属す るべ き人物であるBrunoとPiperkarckaは,紛れもな
く,主人公であるJohn夫妻の生活 を破壊する触媒の役割 を全 うするからで
ある。)
さて,象 徴的空間の接触が,人 物達の緩衝地帯 を越えた移動によって生 じ
ることは既に触れた。 しかし,そ れは,恒常的に両空間を行き来する権能を
与えられた人物一主人公一達によってではな く,通常は一方にのみ留 まるべ
き人物達の他空間侵犯によってもたらされる。例えぼ,XXThiel"におけるLene
や 踏oana"でのAgate,またxxSchuB"でDegenhartがアフリカに残 して
きた黒人妻など,それぞれ日常世界或いは非 日常世界を離れてはならない者
達が 「不用意に」入ってはならない空間を侵すことによって,対 立空問か ら
の反動を受け,そ の影響が主人公にまで及び,両 空間を自己内部で調停 し続
けてきた彼等の心理的バ ランスが一気に突 き崩 され るのである。(XXFasch-
ing"には両空間を往復 し得 る人物は登場 しない。 これは処女作 としての未成
熟性に起因することか もしれないが,日 常空間に帰属すべ きKielblock一家
12)筆者も,作品に必然的な展開が,自然主義に必須な条件であると考える。従っ
て,一般的には自然主義的戯曲に分類されるズーダーマンの戯曲などは,結末で
の御都合主義的な第三者の仲裁や新事実の発覚などを鑑みると,純粋に自然主義
的であるとは言い切れまい。
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が湖中の闇の世界 に飲み込 まれる事件 は,あ くまで物理的事実なのであり,
誰の心理状態にも影響を及ぼす ものではない。いわぼ,一方の空間にのみ留
まるべき人物達の他空間侵犯の段階で作品が終 了してしまっている訳であ
る。)
空間接触 のプロセスは,"Thiel"において最 も明確な形を取って現れる。
Leneという日常世界の住人が,Thie1にとって亡 き先妻Minnaを祭 る保線
区に,或 る日子供達(そして日常空間その もの)を連れて現れる。彼女によっ
てその霊的空間を汚 された保線区には 「荒ぶる神」 として蒸気機関車が降臨
し,子供の一人一知恵遅れのTobias一を生贅 として礫き殺す。今や反動を得
た霊的空間は,定められた則を越 え膨張 し始め,Thie1の内面や,普段は日常
的空間に安定 している彼の村での住まいを余す所な く覆い尽 くし,彼 自らの
手 を用いてLeneとその赤ん坊を惨殺する一即ち日常空間を破壊する一た至
るのである13)。空間の狭間で右往左往するこのThielの姿が,後のFrancesco
やDegenhartの原型 となっているのは明 らかだが,特 に 恰chuB"の場合,
「二人の女性を巡 る一人の男性」というモティーフ14)のみにより,町hiel"と
の関連を求めがちである。だが,女 性の背後 に存在する空間を勘案すれば,
その接触の構造には興味深い近似性 を認めることが出来 る。即ち,XXSchuB"
では逆に,非 日常世界の住人である黒人妻が息子 と共に日常世界を訪れ,こ
の世界を仮の縁(よすが)と するDegenhartに銃撃され,最 後には男爵夫人
の庇護の元に息子共々 「日常世界化」してしまう。主人公 そのものは,両作
品とも最終的には闇の非 日常世界へ と姿を消すことになるが,Thie1は抗い
ようもなく強大 な本能的世界へ と絡 め取 られてい くのに対 し,Degenhartの
失踪 は,些 かの隙 も揺 らぎも見せない理性的日常社会からの逃避 と見倣すべ
13)拙論 「G.ハウプ トマン 『線路番ティール』解釈試論」,広島独文学会 『広島 ド
イツ文学』第5号,1990,1～18頁。
14)この作品は,特 に ℃leichen"モティーフとして有名な 「重婚」モティーフを
意識 して書かれている。拙論 「ドイツ文学における 『重婚』のモティーフ」,小樽
商科大学 『人文研究』第86輯,1993,93～113頁。
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きである。従ってこの両作品は,両 象徴的空間の構図及び勢力関係,並 びに
空間接触のプロセスにおいて対称的位置を占めているのである。
冷徹な現実 と,(これこそ当時の彼の傑出した才能であったのだが)その現
実か らは理解 し得ない霊的な超現実を描いてデビューした自然主義作家ハ ウ
プ トマ ンと,瞑想的作風に傾倒 し切 った晩年 の彼 との間 には,'Thiel"と
"SchuB"の比較において顕著であるが如 く,象徴的空間,特 に非日常的空間
の描出に際立った違いが認められる。その差はつまるところ,こ の空間に鎮
座するキ リス ト教神 とは異質な神の変遷一無機的な原始神か ら有機的なエロ
ス神へ一によるところが大 きい。いずれにせよ,彼 にあってはキ リス ト教神
が最終的な勝利を得 ることはな く,"Thie1"や鷺oana"や"EmanuelQuint"
やxNDerneueChristophorus"など,キ リス ト教の器 を借 りっつもそこには
彼独自の神が崇められていたのである。 この創作態度 は,ひ とつの宗教的イ
ロニー と呼ぶことも出来よう。ただ,ハ ウプ トマンがキ リス ト教 に対 し如何
に接してきたかは,創作 を通 じての論考に現在までは限定されてお り,彼 自
身の思想を本格的に探 るためには,700冊に上 る彼の未完手記の整理・公刊が
待たれるところである。少な くとも,自 らの死装束にフランシスコ会の修道
服 を選び,そ の通 りの姿で埋葬 された詩人本人の内面には,こ の様な宗教的
皮肉は存在 し得なかったのかもしれない。
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UberdensymbolischenRaumindenWerkenG,Hauptmanns
InbesondererBerUcksichtigungseinerNovellen
MasafumiSUZUKI
GerhartHauptmann,einerderbestenDramatikerdiesesJahrhun-
derts,genieBtheuteaucheinengutenRufalsNovellist.KeinWunder,
dennerneigtedazu,seineneueIiterarischeIdeezuerstnichtaufdas
Drama,sondernaufdieNovelleanzuwenden。AusgleichemGrundwurde
seinemhochgeschatzten"BahnwarterThiel"derUntertitel"Novellisti-
scheStudie"gegeben.UnterdenMerkmalenseinerLiteraturk6nnteman
alseineMethodedieEinfUhrungdes"symbolischenRaums"anftthren,die
voralleminseinenNovellenzuvollerEntwicklungkam.DieHandlung
derHauptmannschen(besondersnaturalistischen)Werkeentwickeltsich
seltendurchdenAnlaBvondrauBen,sondernvorwiegendvoninnen.D。h.
derschonvonAnfanganimWerkbeinhalteteundtrotzdernzwischenden
-geographischsowiepsychologisch-symrnetrischgestelltenPersonen
knappbalancierteKonfliktkommtdurcheinunn6tigesVordringeneiner
PersonindenanderenBereichzumAUsbfuch.DiePersoneninseinen
NovellenfallennamlicheinemvonzweisymbolischenRtiumen-alltaglich-
sachlichenundunalltaglich-spirituellen-anheim.IndiesemSinne
bedeutetdasVordringeneinerPersonineinenanderenRaumdieBertth-
rungderbeidensymbolischenRtiume.UmdieseBerUhrungzuver-
meiden,werdenindenWerkendieNiemandslanderzwischendenbeiden
Raumenerrichtet,wiederWaldin"Thiel",dasdickeEisaufdemSeein
``Fasching"unddersteileBerghangin"DerKetzervonSoana".Die
Heldengeh6renmeistenskeinernderbeidenRaumean,unddeshalb
G.ハウプ トマン作品群に現れる象徴的空間について 79
k6nnensiesichzwischenihnenbewegen.Wenneinmaleinanderer
MenschaberihreGrenzeUberschreitet,schleichtsichauchseinRaummit
ihmindenanderenein,unddieseBerUhrungbringtamEndeeineArt
"Explosion"mitsich:DieHeldenselbstundgegebenfallsdieLeuteumsie
stUrzenindengebliebenenRaum-indenmeistenFallendenspirituellen
undvon"Eros"beherrschten-.MitdiesemProzeBentwickeltsichdas
Werk"automatisch".WeildasDramainBezugaufdenRaum,denes
beschreibenkann,nichtwenigbeschrtinktist,k6nntemansagen,daBdie
NovellesichalsIiterarischeFormfUrdieDarstellungdessymbolischen
Raumsmehreignet.
